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 【目的】  
 農業は農作業を行う者の心理面の成長に効果があるものとして初等教育から用いら
れることが多い．また近年農業は障害者の就労分野として注目が高まっており，障害者
の就労に関わる作業療法士が学生のうちに農作業を体験しておくことは将来的にも意
義がある．今回，作業療法学科の学生が農作業に参加することが心理面にどのような影
響を与えるのかを明らかにするため本研究を行った．  
【方法】  
 農作業への参加は学生の自由意思とし学生個々人の時間割に影響のない時間で参加
者を募り研究参加に同意を得られた学生を研究参加者とした．作業内容は季節に応じ
て，耕作，肥料・種まき，水やりや雑草取り，収穫などその時の畑の状態に応じた活動
を行い、授業を含めた学内の行事が無い日の日中で天候の良い日に実施した．心理面の
分析には 6 つの側面（緊張-不安，抑鬱 -落込み，怒り－敵意，活気，疲労，混乱）から
その時の気分や感情を測定する「 POMS 短縮版（気分プロフィール検査）」を用いた．POMS
短縮版は農作業の度に作業前後で回答を得た．POMS 短縮版によって得られたデータは
SPSSver.19 を用いて分析し農作業が学生の心理面にどのような効果を与えるのかを明
らかにする POMS は氏名を書かずランダムに振り分けたナンバーを記入することで個人
が特定されないよう配慮した．なお本研究は聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認
(承認番号 13050)を得て実施した．  
【結果】  
 農作業の実施期間は 2013 年 11 月～2014 年 3 月．期間中の天候の良い日に計 4 回実
施した．実施した作業は収穫，耕作，肥料，種まき，苗植えであり，各活動時間は 1～
2 時間であった．参加した学生はのべ 48 名(男性 7 名女性 41 名)．参加者全員に POMS
を行い農作業の前後で回答を得た．結果を SPSSver.19 を用いて Wilcoxon 順位符号付検
定(p<0.05)で統計解析したところ，農作業前の POMS 各項目の平均値は緊張-不安 2.3，
抑鬱-落込み 1.5，怒り－敵意 0.8，活気 8.9，疲労 2.3，混乱 3.8 であり農作業後には
緊張-不安 0.8，抑鬱-落込み 0.8，怒り－敵意 0.3，活気 9.8，疲労 5.2，混乱 3.1 であっ
た．6 項目のうち緊張 -不安で有意な減少(p<0.05)が見られ，疲労で有意な増加（ p<0.05）
が見られた．  
【考察】  
 本研究の結果から学生が農作業に参加することにより心理面に影響を及ぼすことが
示唆された．種まきや耕作などでは身体的負荷がかかり身体的には疲労を感じる学生が
多かったものの，活力は増加し，緊張－不安を始めその他の項目は減少が見られた．参
加した学生からは疲れたが心地よい，また行いたいとの感想が聞かれた．今回，短期間，
短時間での活動でも心理的面への効果が見られた．今後は長期的に関わることへの効果
を明らかにし学生教育にも役立てていきたいと考える．  
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